
       

花
祭
り
…
喜
び
の
涙 

 

「
雨
の
降
る
の
も
、
風
が
吹
く
の
も
、
花
の
咲
く

の
も
、
葉
の
散
る
の
も
、
す
べ
て
縁
に
よ
っ
て
生
じ
、
縁
に
よ
っ
て
滅
び
る

も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
身
は
父
母
を
縁
と
し
て
生
ま
れ
、
食
べ
物
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
ま

た
、
こ
の
心
も
経
験
と
知
識
と
に
よ
っ
て
育
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
、
こ
の
身
も
、
こ
の
心
も
、
縁
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
縁
に
よ
っ

て
変
わ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」 

（
和
英
聖
典
八
十
一
頁
よ
り
） 

  

カ
レ
ン
ダ
ー
が
三
月
か
ら
四
月
へ
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
こ
の
記
事
を
書
い

た
と
き
に
は
オ
フ
ィ
ス
の
前
の
桜
が
よ
う
や
く
咲
き
出
し
て
い
ま
す
。
皆
様

が
こ
の
記
事
を
読
む
こ
ろ
に
は
き
っ
と
満
開
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

四
月
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
花
祭
法
要
を
勤
め
る
月
で
あ
り
ま

す
。
約
二
千
五
百
年
も
前
に
、
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
の
南
部
に
あ
る
ル
ン
ビ
ニ

荘
園
に
て
誕
生
さ
れ
た
シ
ッ
ダ
ル
タ
王
子
は
後
に
悟
り
を
開
き
お
釈
迦
様
と

な
ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
が
七
歩
歩
い
て
て
右
手
を
天
に

さ
し
左
手
を
地
に
さ
し
て
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
話
さ
れ
た
伝
説
は
有

名
で
あ
り
、
以
前
こ
れ
に
対
し
て
書
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
今
回
は
お

釈
迦
様
の
お
誕
生
に
か
か
わ
っ
た
も
う
一
つ
の
出
来
事
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
シ
ッ
ダ
ル
タ
王
子
を
祝
福
す
る
た
め
に
国
中

の
者
が
宮
殿
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
ア
シ
ッ
タ
と
い

う
仙
人
で
し
た
。
ア
シ
ッ
タ
は
可
愛
い
王
子
様
を
見
た
瞬
間
ぽ
ろ
ぽ

ろ
涙
を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
の
人
た
ち
が
何
で
泣
い
て

い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
ア
シ
ッ
タ
は
返
事
を
し
ま
し
た
、
「
わ
し
は

う
れ
し
涙
と
共
に
悲
し
み
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
お
る
の
だ
。
う
れ
し
涙

は
こ
の
目
で
将
来
ブ
ッ
ダ
と
な
ら
れ
る
方
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
喜
び
で
あ
る
。
で
も
こ
の
子
が
ブ
ッ
ダ
と
な
ら
れ
る
こ
ろ
に

は
わ
し
は
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
の
で
悲
し
み
の
涙
で
も
あ
る
。
も

し
、
こ
の
子
が
王
様
の
後
を
継
い
だ
ら
温
厚
で
や
さ
し
い
王
様
と
な

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
子
が
「
苦
」
を
体
験
す
れ

ば
、
お
そ
ら
く
自
分
の
座
を
去
っ
て
悟
り
へ
の
道
を
求
め
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
予
言
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ゆ
え
に
ス
ッ
ド
ダ
ー
ナ

王
様
は
王
子
様
を
過
保
護
に
育
て
る
よ
う
に
な
り
、
シ
ッ
ダ
ル
タ
王

子
は29

歳
に
な
る
ま
で
何
と
か
苦
し
み
を
避
け
る
人
生
を
過
ご
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、29

歳
の
時
に
王
子
は
人
生
の
最
大
の
苦
し
み
で
あ

る
「
老
・
病
・
死
」
に
出
会
い
出
家
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

話
を
戻
し
ま
す
が
、
ア
シ
ッ
タ
は
お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開
い
た
こ

ろ
に
は
自
分
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
悲
し
み
の
涙
は
私
た
ち

に
は
な
く
て
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
お
釈
迦
様
の

後
に
生
ま
れ
た
わ
れ
ら
は
今
こ
こ
で
そ
の
み
教
え
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
に
は
喜
び
の
涙
ば
か
り
で
す
。 

 
ち
ょ
う
ど
ル
ン
ビ
ニ
荘
園
の
よ
う
に
満
開
の
桜
の
も
と
で4

月15

日

に
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
「
花
祭
り
法
要
」
に
皆
様
の
お
参
り

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

                    
              

合
掌 

                   
                       

生
田
真
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６月９日（日）１０AM～ 

場所：キャンプグリーンエーカーズ（11123 Kennedy Rd. Markham） 

参加費 大人：５ドル 子ども：無料（12歳以下） 

家族や友人と一緒に外で食事をしたり遊んだり、 

のんびりとした時間を過ごしませんか？ 

ミニゲームやビンゴ大会などもあります。 

うらぼんえ（お盆法要） 

 

 

 

   日程：7月14日（日曜日） ※13日は各お墓参り 

   時間：初盆法要（午前９時から）   場所：トロント仏教会（トロント本願寺）  

      英語法要（午前１１時から）  1011 Sheppard Ave West North York, ON M3H 2T7 

      日本語法要（午後２時から） 

長田ブライアン先生はカリフォルニア州ファウラー(フレズノ付近)でお生まれになり、ファウラー寺院に通う中ダル

マスクールやボーイスカウト、西部仏教青年会にご尽力されていきました。 

またミツトヨ株式会社で30年間働く中で、アメリカ・カナダにおける仏教伝道協会の取締役として各国の代表的な大

学と連携し仏教伝道・仏教教育に携わってきました。 

現在ではニューヨークの仏教学習センターやワシントンDCの回向寺のアドバイザーとして活動されており、また京都

西本願寺の開教使育成プログラム(IMOP)やアメリカ全土の仏教教育(CBE)のボランティアとしても活動もされていま

す。後にアメリカ全土から仏教に関心のある青年らが集う「テクノブッダ」を発案し、現在ではアメリカに留まらず

世界各地から若者を中心とした仏教有志者が集まるプロジェクトとなりました。 

トロント仏教会では2019年7月14日に長田ブライアン先生を当寺院にお招きし、盂蘭盆会法要をお勤めさせていただき

ます。どうぞどなた様もご参拝ください。 

帰
命
無
量
寿
如
来 

南
無
不
可
思
議
光 

「
限
り
な
い
命
の
如
来
に
帰
命
し
、
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
の
如

来
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
」 

 

最
近
は
、
社
会
の
中
で
、
自
分
だ
け
の
秘
密
の
場
所
を
持
つ
人
が
増
え
て

い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
は
、
「
屋
根
の
排
気
口
の
裏
側
」
と
か
「
資
料
室
の
横
の
非
常
階
段

の
踊
り
場
」
と
か
、
要
す
る
に
普
段
め
っ
た
に
人
の
来
な
い
所
に
逃
げ
隠
れ

て
は
、
な
ん
と
か
し
て
自
分
を
保
と
う
と
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

自
分
と
自
分
の
周
り
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
関
係
の
中
に
い
る
私
た
ち
は
、
自

分
は
ど
う
い
う
立
場
な
の
か
考
え
、
自
分
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
じ
ゃ
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対

し
て
自
分
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
常
に
問
わ
れ
ま
す
。
社
会
で
は
、
「
自
己

を
確
立
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
か
れ
た
人
た
ち
は
「
自
分
を

見
失
っ
て
い
る
」
と
悩
み
、
「
も
っ
と
自
分
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
」
と
忠

告
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
「
自
分
は
・
・
・
」
「
自
分
は
・
・
・
」

ば
か
り
で
す
。 

 

確
か
に
「
自
分
」
は
大
切
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
か
と
い
っ
て
、
「
自

分
」
と
は
そ
ん
な
に
大
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

こ
こ
で
の
「
限
り
な
い
命
」(

無
量
寿)

や
「
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
な

い
光
」(

不
可
思
議
光)

と
は
、
自
分
を
超
え
た
「
大
い
な
る
も
の
」
「
限
り

な
い
も
の
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
「
自
分
」
と
は
、
い
く
つ
か
の
要

素
が
よ
り
集
ま
っ
て
「
た
ま
た
ま
形
成
さ
れ
た
も
の
」
に
他
な
ら
ず
、
「
自

ら
の
分
」
を
受
け
持
っ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
己
自
身
」
と
か
「
我
」
と
か
に
こ
だ
わ
り
、
そ

れ
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
で
す
。
そ
の
「
自
分
」
を
投
げ

出
し
て
大
い
な
る
も
の
に
包
ま
れ
て
い
く
、
そ
れ
が
「
帰
命
す
る
」
「
帰
依

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

し
か
も
「
大
い
な
る
も
の
」
に
包
ま
れ
て
み
れ
ば
、
自
分
の
力
で
自
分
を

投
げ
出
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
「
大
い
な
る
も
の
」
か
ら
の
は
た
ら

き
か
け
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
し
た
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。 

 

「
大
い
な
る
も
の
」
は
、
人
間
を
超
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
と
も

と
私
の
心
の
内
に
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
私
の
外
に

は
あ
っ
て
も
私
を
離
れ
て
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
常
に
私
の
内
に
は
た
ら
い

て
く
る
か
ら
こ
そ
「
大
い
な
る
も
の
」
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
私
の
と
こ
ろ

に
来
る
も
の
だ
か
ら
「
如
来
」
と
い
う
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ひ
ら
が
ら
な
正
信
偈
』
森
田
真
円
よ
り 



申請人1 継続 ( ) 新規 ( ) Mr. (   ) Mrs. (   ) Ms. (   ) 

氏: __________________________________ 生年月日: 日/月/西暦: _______________________ 

名: __________________________________ メールアドレス: ___________________________________ 

住所: ____________________________________ 電話番号: _____________________________________ 

市: _______________________________________ 署名: ___________________________________ 

州: _________ 郵便番号: __________________ 

申請人は2019 年の会員費として $_________を支払うことに同意し、その支払いとして $_________を同封します。未納の前年 

度会費がある場合は2019 年5 月31 日までに支払います。本申込書の署名により、上記の内容に相違ないことを誓います。 

仏心の郵送を希望します。___________ 英語版のみ _____ 英語日本語版両方 _____ 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------- 

申請人2 継続 ( ) 新規 ( ) Mr. ( ) Mrs. ( ) Ms. ( ) 

氏: __________________________________ 生年月日: 日/月/西暦: _______________________ 

名: __________________________________ メールアドレス: ___________________________________ 

住所: ____________________________________ 電話番号: _____________________________________ 

市: _______________________________________ 署名: ___________________________________ 

州: _________ 郵便番号: __________________ 

申請人は2019 年の会員費として $_________を支払うことに同意し、その支払いとして $_________を同封します。未納の前年 

度会費がある場合は2019 年5 月31 日までに支払います。本申込書の署名により、上記の内容に相違ないことを誓います。 

仏心の郵送を希望します。___________ 英語版のみ _____ 英語日本語版両方 _____ 

この申請は、2019 年1 月1 日から2019 年12 月31 日までの会員権のためのものです。2019 年の会員費 

は、最低額として130 ドルとしますが、それ以上の額をお納めくださることを歓迎しております。その行為 

に対して当寺院は深く感謝いたします。 

納入された会員費の総額に対して、領収書が発行されます。 

会員費の内80 ドルは浄土真宗カナダ教団（JSBTC）に支払われます。 

会費は、一括、月ごと、または四半期ごとに分割して支払うことができます。会費の支払いにお布施用の封 

筒を使用しないでください。「会員費として」と明記された無地の封筒に入れてお支払いください。小切手 

はトロント本願寺にお渡しください。 

2019 年 会員申込書 

この申請用紙で二名まで同時に申し込めます。 

浄土真宗 トロント本願寺 



  

 

 

 

                                                                                     

会員登録のお願い 

２０１８年が過ぎ、また２０１９年度会員登録のお願いの季節になりました。２０１８年度の会員登録数は対前年比若干減少し

ましたが、、再度増加基調を目指したいと考えます。現在、まだ会員登録をされてない方がおられますが、言うまでもなくトロント仏教会の

未来は会員の皆様のサポートに依存しており、ここに今年度の会員登録と会費のお支払いをお願いするものです。 

 

トロント仏教会は常に会員特典の向上をめざしておりますが、ここにいくつかの特典を列記します。 

1.  トロント仏教会の運営に関する投票権の取得、例えば総代表および各会リーダーの選出、予算の決裁その他トロント仏教会の将来

に関する重要な事項等。 

2.“the Jodo Shinshu values of the Temple”の定期購読 

3.  現行会員による無料公証業務 

4.   CAA Premium-level の割引 

5.  トロント仏教会特別行事への参加費用の免除あるいは一部減免 

6.  Arbour Alliancesの葬儀代割引 

 

一般会員とは各年１月１日から１２月３１日まで有効ですが、トロント仏教会の会員として活動するにあたり、年初において速やかな

会員登録をお願いします。会員登録と会費（＄１３０）の受理後、会員カードを送付します。 

 

名誉会員とは７７歳以上の方で、２０１9年度会員登録をされた方、あるいはすでに名誉会員であり毎年名誉会員の継続を表明さ

れた方に会員カードを送付します。名誉会員は年会費が免除されますが、ご志納はありがたく拝受させていただきます。 

 


